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サトイモ栽培における雑草対策と、生産性向上に寄与 

生分解性マルチフィルム「ネイチャーマスター®」導⼊事例を公開 

〜農業専門メディア「アグリジャーナル」に掲載されました〜 

 
化学品や合成樹脂、⾦属・セラミックスなど素材の総合商社である昭光通商株式会社（本社︓東京都港区、代

表取締役社⻑︓渡邉 健太郎）は、生分解性マルチフィルム「ネイチャーマスター®」の導⼊事例として、埼玉県でサト
イモを栽培する生産者さまへのインタビュー記事を公開しました。 

本事例では、サトイモ栽培における雑草対策や保水対策、マルチ回収作業の負担軽減といった課題に対し、ネイチャ
ーマスター®を利⽤した背景や実際の使⽤感等、生産者による評価をご紹介しています。 

 
本記事は、農業専門メディア「アグリジャーナル」に掲載されたものです。昭光通商では、農業現場における活⽤事例

の紹介を通じ、生分解性マルチフィルムによる農作業の省⼒化と環境負荷低減への取り組みを推進してまいります。 
 

 
ネイチャーマスター®を導⼊したサトイモ農家の栗原⼀喜さん（写真右）と、JA いるま野 所沢資材センターの矢島義康さん。 



 
1. 導⼊事例公開のお知らせ 

昭光通商は、このたび農業専門メディア「アグリジャーナル」において、生分解性マルチフィルム「ネイチャーマスター®」
の導⼊事例記事を公開しました。 
本記事では、埼玉県でサトイモを栽培する生産者にインタビューを実施し、ネイチャーマスター®導⼊前の課題や導
⼊の決め手、実際の使⽤感について紹介しています。 
 
記事 URL （https://agrijournal.jp/material/95445/） 
 

2. 記事の⾒どころ 
農業の現場においては、栽培作物の雑草対策や保水対策としてマルチフィルムを利⽤するケースがあり、⼀方で使
⽤済みマルチフィルムの回収作業が生産者の負担となる場合があります。 
本事例では、 
 ネイチャーマスター®導⼊前に抱えていた課題 
 生分解性マルチフィルムを選定した理由 
 雑草抑制効果に関する実感 
 マルチ回収作業削減による省⼒化 
 使⽤後の評価 
等について、生産者自身の⾔葉で紹介しています。 
また、生育期間中の圃場の様子や収穫時の状況など、実際の栽培現場の写真も掲載しています。 
 

3. 事例概要 
栽培品目 サトイモ 
栽培地域 埼玉県 
掲載媒体 アグリジャーナル 

 
4. ネイチャーマスター®について 

ネイチャーマスター®は、土壌中の微生物によって分解される生分解性マルチフィルムです。 
栽培終了後の回収作業や廃プラスチック処理負担の軽減に貢献するとともに、農業現場の省⼒化や環境負荷低
減に寄与します。 
昭光通商は今後も、農業資材や関連サービスを通じて、農業現場における課題解決と持続可能な農業の実現
に貢献してまいります。 

 



  

  
（左上）ネイチャーマスター®、（右上）収穫したサトイモ、（左下）収穫直前の圃場、（右下）収穫直前の圃場の土を掘り返した様子 
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